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特定⾮営利活動法⼈ 
アーユス仏教国際協⼒ネットワーク 
2026年度会員総会 
 

2026年6⽉19⽇（⾦） 
於：⻑専院／オンライン 
 

次第 
開会の⾔葉 
理事⻑挨拶 
定⾜数の確認 
議⻑選出 
議事録署名⼈選出 
議案審議 
議⻑解任 
閉会の⾔葉 

  

議案 
第⼀号議案 2025年度事業報告・決算案 
第⼆号議案 2026年度活動計画・予算案 
第三号議案 役員改選案 
その他報告 

  

資料 
 2025年度事業報告 
 2025年度決算報告 
 2025年度監査報告書 
 2026年度事業計画案 
 2026年度予算案 
 2026年度役員／専⾨委員 
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2025年度を振り返って 

困難な時代に、 

命を取りこぼさないための歩み 
2025 年度は、ミャンマーの⼤地震への緊急救援

から始まりました。この⼀年は、紛争、災害、そし
て国内の差別の問題に向き合いながら、「⽀援を必
要とする⼈々へ、いかに確実に光を届けるか」を問
い続けた年でした。 
 
1.ミャンマー： 

軍を介さない「直接届く支援」の追求 
2021 年のクーデター以降、アーユスは「＃ミャ

ンマー軍の資⾦源を断て」キャンペーンを通じ、⽇
本の公的資⾦が軍を利さないように働きかけてき
ました。この活動で培ったネットワークと知⾒が、
2025 年 3 ⽉のミャンマー中部⼤地震において⼤き
な⼒となりました。 混乱に乗じた軍の搾取を防ぎ、
被災者へ直接⽀援を届ける 3 団体に協⼒。そして
セミナーを通じて、現場の困難な状況を会員の皆
様と共有できたことは、NGO としての専⾨性と倫
理観を再確認する貴重な機会となりました。 
 
2.平和の継承： 

戦後 80 年、過去から未来への決意 
戦後 80 年という節⽬の年、私たちはアジア・太

平洋戦争の教訓を次世代へつなぐ取り組みに着⽬
し、⼆度のセミナーを開催しました。「NPO 法⼈平
和のための戦争メモリアルセンター」の活動から
戦争の経験や教訓を継承することの⼤切さを学び、
また仏教者の平和活動の歩みを紐解く中で、宗教
者の社会貢献における可能性と限界を深く語り合
いました。今なお終わらぬ各地の紛争に対し、現地
での⽀援活動を進める NGO と共に「今起きている
こと」を伝え続けることが、アーユスの果たすべき
重要な役割であると改めて決意を固めました。 
 
3.共生社会への挑戦： 

日本国内の排外主義に向き合う 
2025 年は、⽇本国内で外国にルーツがある⽅々

に対する視線が厳しさを増した⼀年でもありまし
た。「不法滞在者ゼロプラン」の開始に伴い、滞在
資格を持たない⼈々が強制退去の不安に晒される
中、私たちは外国⼈⽀援団体と連携し、計 5回のオ
ンラインセミナーや対⾯イベントを開催しました。
なかでも多⽂化共⽣を実践する仏教者とのトーク

イベントにおいては、単に知識を得るだけでなく、
「これからの⽇本社会をどう形作るか」を皆様と
共に考えることができ、多⽂化共⽣を実現するた
めの確かな⼀歩となりました。 

 
未来へつなぐ組織のあり方： 

基盤強化への誓い 
昨年度、NGO からの資⾦援助の要請にすべてお
応えすることができなかった事実は、私たちの⼤
きな課題として残っています。紛争、災害、差別。
⽌むことのない⼈道上の危機に対し、アーユスが
より強固な⽀えとなるためには、組織⾃体の体⼒
を⾼めることが急務です。 
役員・事務局での議論を重ね、私たちは以下の指
針を定めました。 
• 着実な実行：遠い理想を掲げるだけでなく、年

次計画に基づき「今できること」を確実に積み
上げ、課題を解決します。 

• 財政基盤の強化：現在の活動の質をさらに⾼め
ることで、共感の輪（協⼒者）を広げることに
専念します。 

• 新体制の構築：職員の交代に伴い、事業分担を
⾒直しました。より効果的なファンドレイジン
グ（資⾦調達）体制を整え、⽀援の最⼤化を図
ります。 

 
最後に 

アーユスの使命は、社会の隅々に追いやられた
⼈々や、光の当たらない場所に光を当てることで
す。⼀⼈でも多くの命を取りこぼさないために、ま
ずは私たち⾃⾝が強く、信頼される組織へと成⻑
してまいります。皆様からお預かりした⼤切な「志」
は、必ず現地の必要としている⼈々へ届けます。今
後とも、温かいご⽀援をよろしくお願い申し上げ
ます。 
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【中期⽅針】(2022-2025） 
 
１．社会課題解決のためのより良い知恵、資源

を巡らせる専門性を持った国際協力NGOをめ

ざす。 

●2025年度方針 

仏教者・NGO・市⺠をつなぐハブとしての実績
の周知を図り、アーユスが相談先として認知され
るよう努めます。国内外で⾃然災害や紛争が起き
た時は、パートナー団体の活動をサポートするこ
とを優先しつつ、⽀援を受け⼊れる窓⼝としても
引き続き活動します。また備災防災の視点も含め
て、NGOと寺院がそれぞれの知恵や資源を活⽤し
あえる取り組みを実施します。 
●2025年度報告 

寺院関係からは物の送り先や「講師依頼」への
依頼／相談、NGOからは資⾦協⼒やイベント等の
開催への協⼒についての相談が多く寄せられた。
中でも⾃然災害や紛争時の緊急救援についての時
局対応⽀援への相談は、予算を上回る相談があ
り、応じられないケースが複数回あったのが課題
として残された。 
 
２．不当な支配や抑圧、格差、差別、紛争、人

権侵害などから困難を抱える人たちの中で

も、特に光があたっていない人たちや課題に

光を当てている活動や、活動している人たちを応

援する。 

●2025年度方針 

アーユスのNGO⽀援事業は2024年度と同様に進
め、アーユスがめざす理念や⽅向性がNGOと共有
されるよう努めます。また⽀援の成果などがわか
るよう報告会を開催し、⽀援者への報告の仕⽅を
⾒直します。 

またセミナーやイベント開催などを通じて、少
しでも多くの⼈に光が当たるよう取り組みます。 
●2025年度報告 

「NGO ⽀援事業」は計画通りに実施された。「ソ
ーシャルチェンジ⽀援」も「『街の灯』⽀援」も事
業⽀援であるため、⼩規模な団体の申請が以前よ
り増えている。 

また「時局対応⽀援」は、ミャンマー中部⼤地震
への対応だけでなく、2024 年度以前から継続して
いる⽀援があり、現場で活動している NGO と協議
しながら進めた。 
ガザ危機 や東ア ジ ア の 平 和構築に つ い て は

NGO のネットワークに参加し、情報発信にも務め

た。 
 
３．アーユスに関わる人たちをつなぎ、共に思

考が揺さぶられる多様な視点を持てるよう、

情報発信や交流を増やす。 

●2025年度方針 

 2024年度に引き続き、オンラインや対⾯でのセ
ミナーやイベント、ウェブなどの媒体を活⽤した
情報発信、交流を⾏います。 
① 時局に応じた課題を取り上げ、現場に近い

⼈たちや研究者などの視点を織り交ぜなが
ら、⼩規模でも意義のある活動につながる
よう働きかける。 

② メディア的にも注⽬が集まりづらくなった
課題で、特にアーユスがこれまで関わった
ものに光を当てる。 

③ 上記のような課題を⽣み出す原因や社会の
仕組みについてフォーカスし、改善に向け
た取り組みを知り私たち⾃⾝の暮らしを振
り返る機会を作る。 

●2025年度報告 
 現在協⼒している、もしくはこれまで協⼒してきた
NGO の活動から学ぶ場をもつ⼀⽅で、仏教系 NGO
の強みをもって、仏教者の知⾒や経験を交えて議論し
学べる場を開催した。⼤半がオンライン上での活動と
なったが、対⾯でのセミナーを 3 回開催し、⽀援者向
けには、「半期報告書」を年 2 回、「国際協⼒の寺」を
年 1 回発⾏。また寄付礼状に最新の活動報告を同封し
た。 
 
４．より多くの「光が当たらないところ」に光

を当てるために、寄付先や連携先としての信

頼度を高め、アーユスの活動資金の安定化を

図る。 

●2025年度方針 

アーユスへの協⼒⽅法を明確に提⽰し、多様な⽅
法でアーユスに協⼒してもらえるよう働きかけま
す。セミナーなどの企画の際に、情報提供をする
だけでなく⽀援を求めることを怠らないことで⽀
援者を獲得するようにします。 
外部のリソースパーソンとの協⼒のもと、お寺

向けに社会貢献の意義とその⽅法としてのアーユ
スをアピールする活動を実施します。 
●2025年度報告 

財政基盤の安定化は、前理事⻑が亡くなった後の最
優先課題であったので、予算の縮⼩を⾏い、寄付収⼊
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額の増額を⽬ざしているが、2023 年度からは単年度
決算は⾚字が続いている。広報については、担当者を
中⼼に改善を進めているが、積極的ないわゆる営業的
な働きかけが不⾜していた。 

⼀⽅で、外部リソースパーソンとの企画をおこなっ
たことで、これまで直接的なご縁を結べなかった⼈た
ちとの接点が⽣まれてきている。クラウドファンディ
ングでは、過去最⾼の寄付⾦収⼊となった。 
 
５．次世代の仏教者や市民がアーユスの担い手

となる仕組みをつくる。 
●2025年度方針 

より有機的に事業・組織運営ができるよう事務
局内の体制を⾒直し、また外部のリソースの活⽤
も積極的に⾏います。今後の事業と組織の⽅向性

を定める議論を役員とも重ねて、2026 年度からの
中期⽅針を作り、次世代への継承も具体的に考え
ます。 
●2025年度報告 

アーユスの今後の⽅針について議論をするワーク
ショップを役員と⾏った結果、現在の⽅向性を⼤きく
変える必要はなく、現⾏の事業を継続するための資⾦
獲得に取り組むことを優先課題とすると定めた。それ
に伴い、⽀援者訪問をはじめとするアクションプラン
を⽴て⾏動を開始している。 
 インターンシップなどは具体化できなかった。⼀⽅
でこれまでアーユスと縁が無くとも社会貢献に関⼼
を⽰す宗教者や、新たに資⾦協⼒が始まったNGOな
どとの接点が増えている。

 
１． 国際協⼒等をうNGO・市⺠団体への助成・研修・表彰等の⽀援、及び紛争・

災害時の緊急救援（NGO⽀援事業） 

2025 年度⽀援先⼀覧 
 1 年⽬ 2 年⽬ 3 年⽬ 

NGO ソ ー
シャル 
チェンジ⽀
援 

⽇韓国正常化 60 年と⽇韓ミ
ライ世代による東アジア平和
構築‐⽇韓⻘少年の交流及び
国連ジュネーブ⼈権理事会で
の平和活動アピール （新時代
ピースアカデミー） 

紙製品を取り扱う⽇本企業に対
する調達⽅針の策定と⼈権 DD
の実施に向けた働きかけ 
（熱帯林⾏動ネットワーク） 
 

 

街の灯 
⽀援 

トルコに住むシリア難⺠向け
補習校の質の強化 ―⽣きる
⼒を⾝につける（Piece of 
Syria） 
戦後 80 年 平和な未来のため
に今 知る 考える 動く 伝
える（平和のための戦争メモ
リアルセンター） 

レバノン⼭間部の難⺠キャン
プにおける脆弱な⼦どもたち
への学習⽀援（パレスチナ⼦ど
ものキャンペーン） 
⾼校⽣奨学⾦プロジェクト̶
私たちはあなたを⾒捨てない
（反貧困ネットワーク） 

⾮正規滞在家族の正規化に
向けた取り組みおよび⽣活
⽀援事業（ASIAN 
PEOPLE'S FRIENDSHIP 
SOCIETY） 
グアテマラ農村部での⼦ど
ものための⼟曜学級（⽇本
ラテンアメリカ協⼒ネット
ワーク） 

時局対応⽀
援 

―ブルキナファソ・コングシ地域のにおける避難⺠⽀援（緑のサヘル） 
―原発回帰を⽌める活動（FoE Japan） 
―カンボジア・タイ国境地域避難⺠に対する緊急物資配布事業（シェア＝国際保健協⼒市⺠
の会） 
【指定】 
―ウクライナ⽀援（チェルノブイリ救援・中部） 
―能登半島地震（パルシック、「⼈形劇団むすび座がやってくる」実⾏委員会） 
―パレスチナ・ガザ地区（⽇本国際ボランティアセンター） 
―ミャンマー中部地震（PHD 協会、⽇本ビルマ救援センター、パルシックに協⼒） 

 
公募型の事業「NGO ソーシャルチェンジ⽀援」

と「『街の灯』⽀援」は説明会を開催し、滞りなく
募集と選考を⾏い、2026 年度からの協⼒団体を決

定。⼀⽅で、2024 年度で⽀援が終了した事業につ
いてはオンラインで報告会を開催し、事業の成果
と課題について理解を深めた。 
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申請書や報告書のフォーマットも、申請者が事
業を組み⽴てやすいように、かつアーユスも評価
しやすいように随時⾒直しをはかった。また選考
後の講評の発表を、『街の灯』⽀援について⾏い、
このプロセスを通じて、アーユスが「NGO ⽀援事
業」を通じて NGO と共に解決したい課題や⽅法を
より明確に⽰せるようになった。 

⼀⽅で、世界各地での紛争・内戦に加えて⾃然災
害も多発し、アーユスへの資⾦要請に全て応えら
れなかったことは課題として残されている。 
 
１）NGO ソーシャルチェンジ⽀援 
▼2025 年度重点目標 

・本事業の周知と認知度の向上を図る 
・協⼒事業の成果報告を⾏う。 

 
▼報告 

⼩規模の団体であっても、社会や地域をより暮らし
やすいところに変えたいという願いを形にできるよ
う、「ソーシャルチェンジ⽀援」を開始して 2 年⽬と
なるが、アーユスの⽬的も含めてより広く知ってもら
えるよう努めている。 

アーユスの中でもソーシャルチェンジ⽀援事業が
求める事業像をより明確にするために、専⾨委員の集
いを、アーユスのソーシャルチェンジ⽀援がめざす変
⾰とは何かを考える場にした。 

 
２）『街の灯』⽀援 
▼2025 年度重点目標 

・ 2026 年度の募集に向けた本⽀援事業の改善や
⾒直しを進める。 

・ ３ヶ年の変化がわかるように申請書を改定する。 
▼報告 

2025年 3⽉で協⼒が終了した、アジア・コミュニ
ティセンター21（ACC21）による「⽇韓みらい若者⽀
援事業」と福島移住⼥性⽀援ネットワーク（EIWAN）
による「ふくしま移⺠⼥性エンパワメント・プロジェ
クト」の報告会を 5 ⽉に開催。ACC21 は、参加者の
半数以上が若者となり、共に学ぶ過程で、「在外被曝
者」の問題等、⽇韓の間に横たわる課題の中でも光が
あたらないところへの関⼼が広がり、活動を発展させ
ることができた。EIWAN は東⽇本⼤震災を契機に互
助が進んだ移⺠⼥性が抱える課題と彼⼥たち⾃⾝に
よる取り組みに光を当てて⽀えてきたことで、これか
らも⽇本社会で⽣き続ける⼥性たちが次のステップ
へと進むようエンパワメントした。 

 その他、4つの事業を継続⽀援した。Piece of Syria
の「トルコに住むシリア難⺠向け補習校の室の強化―
⽣きる⼒を⾝につける」はシリアのアサド政権崩壊に
伴い難⺠の帰還が進んだこととトルコ内で難⺠⽀援

活動への制限が厳しくなったため、シリアに戻った元
難⺠への⽀援に切り替わった。 
 
３）時局対応⽀援 
▼2025 年度重点目標 

・ 寄付⾦を増やす。 
・ アーユスへの要請や⽀援申請があった場合、「国内
災害⽀援規程」に基づいた対応を⾏う。 

▼報告 

FoE Japanによる『原発再稼働への対応』は、新潟
県の柏崎刈⽻原発を中⼼に進む再稼働の流れと、世界
銀⾏やアジア開発銀⾏が着⼿した原発⽀援⽅針に国
際的な圧⼒をかけ、原発建設への融資・⽀援を阻⽌し
ようとした。緑のサヘルによる『ブルキナファソ・コ
ングシ地域における避難⺠⽀援』は、⻄アフリカのブ
ルキナファソで 2015年来続く武装勢⼒の襲撃によっ
て発⽣した国内避難⺠に⾷料と⾐類を配布した。 

また、2025年 3⽉ 28 ⽇に起きた「ミャンマー中部
⼤地震」については、2025 年度に⼊ってから緊急募
⾦を呼びかけた。軍の⽀配によって⽀援が⾏き渡らな
い状況が報告されるなか、それまでの現地との関わり
を⽣かして直接届く⽀援活動に努めた３団体（⽇本ビ
ルマ救援センター（BRCJ）、パルシック、PHD協会）
による事業に協⼒した。 

その他ウクライナ、パレスチナガザ地区、能登半島
については、指定寄付の繰越⾦を活⽤して、 4 ページ
に記載されている通りの事業に資⾦協⼒を⾏った。 
カンボジア・タイ国境紛争により発⽣したカンボジ

アでの国内避難⺠に向けて、緊急救援への資⾦協⼒の
相談があったが、この件については寄付を個別に集め
ることとし、協⼒⾦を⼩額に（30万円）することでシ
ェア＝国際保健協⼒市⺠の会の取り組みに協⼒した。 
紛争や災害時に、迅速に動くための体制がこれまで
以上に必要。そのための資⾦⼒、⾏動原則などを整え
ることを次年度の課題とした。 

なお、ミャンマーについては 2021 年度末以来引き
続き「#ミャンマー軍の資⾦源を断て」キャンペーン
に参加して、⽇本の公的資⾦がミャンマー軍を利さな
いことと、2025年 12⽉から 2026年 1⽉にかけて⾏
われた総選挙の結果を⽇本政府が認めないよう働き
かけた。 

 
４）アーユス賞 
 ⽇本の国際協⼒ NGO 活動で多⼤な功績のあった
NGO関係者に NGO ⼤賞（茂⽥賞）、今後の国際協⼒
NGO界を⽀えていくことが期待される有望な⼈材に
対して NGO 新⼈賞、仏教の縁に基づいた国際協⼒や
地域作りを志しアーユスの活動に対する多⼤な貢献
や協⼒があった寺院もしくは個⼈に対して特別功労
賞を授与する。 
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▼報告 

【NGO大賞】沢⽥貴志さん（シェア＝国際保健協⼒
市⺠の会理事、港町診療所医師） 
【特別功労賞】今村公保さん（⽇本⼭妙法寺僧
侶、元アーユス臨時職員） 
【NGO新人賞】 

池⽥織枝さん（ジェン）、⼤橋怜史さん（ボランティ
アセンター）、下⿃舞佳さん（シャプラニール市⺠に

よる海外協⼒の会）、⽔原修平さん（IKUNO・多⽂
化ふらっと） 
クラウドファンディングで想定以上に集まり、受賞
者数を3⼈のところ4⼈に変更。 
【授賞式】2026年 3 ⽉ 11 ⽇、会場：光明寺（東京
都港区） 
【財源】⼤賞賞⾦は個⼈による寄付、新⼈賞はクラ
ウドファンディング（9⽉から 10 ⽉ 15 ⽇） 

 
２． 国際協⼒及び社会貢献などに関する広報、普及啓発、教育研修及び相互

交流（研修・ネットワーク事業） 
 
「研修・研究・啓発」では、計画していた 3 つのテーマのもとにイベント等を実施した。加えて、外部協⼒者

との協働で、お寺の社会貢献をめぐるセミナーを対⾯で開催。お寺の取り組みを知るだけでなく NGO の報告も
交え、お互いの役割を確認し協働の可能性を探ることができた。新規の参加者獲得にもつながった。 

「ネットワーク推進」では教団関係の諸組織から講演の依頼が複数回あり、アーユスの活動を知ってもらう機
会にもなった。 
NGO によるキャンペーン活動にも引き続き参加し、なかでも KOREAこどもキャンペーンでは⽇本と朝鮮半
島の歴史を学び、東アジアにおける共⽣社会のための⼈材育成を⽬的とする企画の実施に貢献した。 
 
１）研修・研究・啓発 
▼2025 年度重点目標 
・ NGO と宗教者のネットワークを⽣かす。 
・ 時局に応じた内容、光の当たらない課題、暮ら

しや価値観への問いかけを軸に、セミナーや⽂
字媒体での情報発信をする。 

・ アーユスの関係者（協⼒先・⽀援者など）がつ
ながり／共同して、それぞれの⼒が発揮できる
よう働きかける 

 

▼報告 

（１）セミナー/勉強会/交流会 
① 時局に応じた課題を取り上げ、現場に近い⼈たち

や研究者などの視点を織り交ぜながら、⼩規模で
も意義のある活動につながるよう働きかける。 

「戦後 80 年」を主題にセミナーを 2 回にわたって
開催。1 回⽬は 2025年度から『街の灯』⽀援事業で
協⼒を開始した「ピースあいち」から「経験や体験か
らの学び／教訓を継承すること」がこれからの平和に
つながる基礎を築くことになることを学んだ。2 回⽬
は⼤⾕栄⼀さん（佛教⼤学）とアーユス理事の中平了
悟（⿓⾕⼤学）の登壇で、⽇本仏教界の戦争責任の捉
え⽅を丹念にたどり、アーユス理事の「理論や教えか
ら実践が⽴ちあがるのではなくて、⽬の前にいる⼈、
縁から実践が⽴ち上がる」というメッセージが共感を

もって受け⽌められた。 
 
② メディア的にも注⽬が集まりづらくなった課題で、
特にアーユスがこれまで関わったものに光を当て
る。 

ミャンマーの⼤地震の活動報告会を開き、既に報道
されなくなった発⽣後 4ヶ⽉後に⾏うことで、改めて
ミャンマーへの注⽬を集めることができた。また「#
ミャンマー軍の資⾦源を断て」キャンペーンとの協⼒
のもと、紛争地において、軍を利さない⼈道⽀援の在
り⽅についての学びを深めた。 

またアフガニスタンの状況について、⼥性への教育
の切り⼝から現地の声を届けた。 
 
③ 社会課題を⽣み出す原因や社会の仕組みについて

フォーカスし、改善に向けた取り組みを知り私た
ち⾃⾝の暮らしを振り返る機会を作る。 

「仏共講座」を通じてお寺の多⽂化共⽣を巡る活動
や考え⽅を学び、お寺がどう社会課題に取り組むかの
例を紹介するアーユスならではのセミナーができた。 

また「排外主義」が広がる中、『街の灯』⽀援事業
で関わるようになった NGO の報告から、⽀援から取
り残される在⽇外国⼈の存在とそれをとりまく制度
に⽬を向けることができた。
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●主催 
開催日 タイトル/テーマ 登壇者 会場 

『街の灯』支援セミナー 

2025/ 
5/22 

震災後の福島の移⺠⼥性とその⼦どもた
ちにとっての「多⽂化共⽣」 

佐藤信⾏さん（福島移住⼥性⽀援ネッ
トワーク） 
継承語教室「つばさ」（須賀川市）／
「⼼ノ橋」（いわき市）／「幸福」（郡
⼭市）の移⺠⼥性の皆さん 

オンライン 

5/29 ⽇韓の新しい未来を創造する〜若者⽀援
事業を通じて―歴史認識を共有すること
と対話が⽣みだす可能性― 

シャープ・茜さん（アジア・コミュニ
ティ・センター21） 

オンライン 

総会セミナー 
8/19 平和を創造するミライ世代と共に―新時

代アジアピースアカデミーの挑戦― 
⽇⽐野千佳さん（新時代アジアピース
アカデミー） 

⻑専院（東京
都江東区）/オ
ンライン 

アーユスセミナー 
7/1 ミャンマーのお坊さんに聞く サフラン⾰

命から軍事クーデター 
協⼒：⾒樹院、メコン・ウォッチ 

タワラ師（国際サフラン・アシンタワ
ラ財団） 

⾒樹院（東京
都⽂京区） 

8/5 ミャンマー中部地震 届く⽀援とは？―3団
体からの報告̶ 

⽇本ビルマ救援センター、パルシッ
ク、PHD 協会の各事業担当者／⽊⼝
由⾹さん（メコン・ウォッチ） 

オンライン 

仏共講座 
7/14 
 

お寺と NPO がともに考える多⽂化共⽣を
めぐる対話 in 京都 
協⼒：TERA Energy株式会社 

安武義修さん（⻄林寺、福岡市）／坂
⻄卓郎さん（PHD 協会、神⼾市）／
池⼝⿓法さん（⿓岸寺、京都市） 

ソイコレ（京
都市） 

2026/ 
2/5 

お寺と NPO がともに考える多⽂化共⽣を
めぐる対話 in 名古屋 
協⼒：TERA Energy株式会社 

⾼岡秀暢さん（徳林寺）／波多野真帆
さん（名古屋難⺠⽀援室）／⼤東仁さ
ん（圓光寺） 

真宗⼤⾕派名
古屋別院（名
古屋市） 

戦後 80 年トークイベント 
8/28 戦争の記憶を平和の砦に―ピースあいち

の取り組みに学ぶ̶ 
宮原⼤輔さん（戦争と平和の資料館 
ピースあいち） 

オンライン 

9/4 戦後 80 年と⽇本仏教界の平和運動 ⼤⾕栄⼀さん（佛教⼤学社会学部）／
中平了悟さん（浄⼟真宗本願寺派⻄正
寺、アーユス、⿓⾕⼤学⼤学院） 

オンライン 

街の灯セミナー 
8/28 「ゼロプラン」と⾮正規滞在者〜⽀援活動

の現場から〜 
稲葉奈々⼦さん（反貧困ネットワー
ク）、吉⽥真由美さん（APFS） 

オンライン 

9/4 スーダン、泥沼化する戦闘下で⽣き抜く
⼈々 

今中航さん（⽇本国際ボランティアセ
ンター） 

オンライン 

アーユス賞新⼈賞クラウドファンディング関連 
 公開インタビュー2025 NGO に関わるということ 

9/18 ⻄川裕也さん（会員） 
9/22 ⽥丸敬⼀朗さん（元DPI ⽇本会議） 
10/1 ⽔澤恵さん（国際協⼒ NGO センター） 
10/9 ⾼橋みづきさん（アクセプト・インターナショナル） 

オンライン 

10/2 いま「外国⼈」⽀援をするということ 松尾沙織さん（シェア）、松川清美さ
ん（開発教育協会） 

オンライン 

2026/ 
3/19 

未来への挑戦 2025 アーユス NGO 新⼈賞
受賞者に聞く 

池⽥織枝さん（ジェン）、⼤橋怜史さ
ん（⽇本国際ボランティアセンター）、

オンライン 
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下⿃舞佳さん（シャプラニール）、⽔
原修平さん（IKUNO・多⽂化ふらっ
と） 

 
●共催 

「#ミャンマー軍の資⾦源を断て」キャンペーン団体との共催 
4/30 緊急セミナー「ミャンマー中部⼤地震 

⼈々に届く⽀援とは」 
中尾恵⼦さん（⽇本ビルマ救援センタ
ー）／キンオーンマーさん（プログレ
ッシブ・ボイス）／チーニェインさん
（ビルマのクィア・オルタナティブ） 

オンライン 

11/6 ミャンマー軍の⾒せかけの「選挙」と⼈
びとの求める真の連邦制⺠主主義 

キンオーンマーさん（プログレッシ
ブ・ボイス） 

連合会館（東
京 都 千 代 ⽥
区） 

12/15 過ちを繰り返さないために‒ミャンマー
の⾒せかけの「選挙」のリスクとは 

⽊⼝由⾹さん（メコン・ウォッチ） オンライン 

2026/ 
1/17 

読書会「クーデターから 5年『ミャンマ
ー、優しい市⺠はなぜ武器を⼿にしたの
か』から考える」 

 オンライン 

パートナーNGO との共催 
11/27 アートにみるアフガニスタン⼥⼦教育

の今〜教育はわたしの翼〜 
⼩野⼭亮さん（平和村ユナイテッド）
ほか 

オンライン 

 
 
（２）研修 
①NGO 向け研修 

NGO が抱える課題の共有、NGO の能⼒強化やネ
ットワーク拡⼤につながる勉強会を開催する。 
▼報告 

研修会のかたちでは開催せず、「ソーシャルチェン
ジ⽀援事業」「『街の灯』⽀援事業」でアーユスが⽬指
すもの・期待することを伝えようと、NGO ⽀援事業
説明会を 2 回にわたって実施した（7／29、7／31）。 
 
②備災・防災関連 

寺院の関⼼が⾼いと思われる災害関連の研修を開
催する。 
▼報告 

実施には⾄らなかった。能登半島地震被災地を訪問
する研修の準備を始めた。 
 
③ジェンダー教材の活⽤ 

前年に続き、アーユスも⽀援した開発教育協会の教
材を使ったワークショップをアーユスのネットワー
クで提案する。 
▼報告 

実施には⾄らなかった。 
 
２）ネットワーク推進 
▼2025 年度重点目標 
・ 受けた相談の情報を蓄積する。 
・ 相談内容を発信し、アーユスの信頼度を⾼める。 

・ 平和構築や気候危機など、ネットワークの中で求
められる活動や運動に参加し、当事者性を⾼める。 

・ 専⾨委員とその所属団体や仏教系グループとの連
携により知恵を巡らせる 

 

▼報告 

（１）NGO・寺院・市⺠ネットワーク 
●ネットワーク参加 
①仏教 NGO ネットワーク（BNN） 

定期的に企画委員会に参加。仏教系 NGO を広く知
ってもらおうと、BNN参加団体の訪問ツアーを開始。
１回⽬はアーユス事務所が訪問先となった。 
・ 7/2 定期講演会「近代⽇本における仏教教団の
戦争協⼒」近藤俊太郎さん（本願寺史料研究所） 

・ 12/11 年末勉強会「多⽂化共⽣と仏教」藤波⼤
吾さん（岩⼿県奥州市 ⿊⽯寺住職） 

・ 2026/2/17  BNN参加メンバー事務所訪問（ア
ーユス事務所） 

 
②KOREA こどもキャンペーン(RCCJ) 
⼦ども絵画展と若⼿対象のフォーラムの⼆つを柱

に活動。⼦ども絵画展は、国内各地域での絵画展開催
をサポートしたほか、韓国のパートナー団体・オリニ
オッケドンムが主導し海外各地で展開している
Drawing Hope 展に協⼒し、国連本部での展⽰会に参
加した。若⼿向けの東アジア次世代ピースフォーラム
は、国内外のフィールドツアーや隔週の学習会のほか、
参加者による⾃主企画、海外ゲストを招聘した企画
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「葛藤を越えて：希望を描く次世代の旅」を⾏った。 
・ 5/3-5「次世代のための済州 4・3 ピースツアー」
参加 

・ 8/11-16「⽇・韓・在⽇コリアン⻘少年平和ワーク
ショップ」協⼒ 

・ 11/10-15 Drawing Hope in NY参加 
・ 12/12-15「南北コリアと⽇本のともだち展 in さい

たま」協⼒ 
・ 2/16-26「南北コリアとかながわのともだち展」協

⼒ 
・ 2/19-24「葛藤を越えて：希望を描く次世代の旅」 
・ DPRK⼈道⽀援 NGO連絡会／南北コリアと⽇本

のともだち展実⾏委員会（4/22、5/26、7/19、9/24、
12/17、1/23、3/9） 

・ Drawing Hope ミーティング(5/13、7/3、9/11、
10/24) 

 
③#ミャンマー軍の資⾦源を断て 
時局対応⽀援の枠組みで⽇本からの公的資⾦がミ
ャンマー軍の資⾦源とならないよう、セミナーや要請
活動を通じて働きかけた。 
＜要請書／プレスリリース＞ 
・ 4/15「ミャンマー地震への⾒舞⾦について ̶⼈々

に届く⽀援に御配慮ください」（品川区⻑へ） 
・ 5/14「制裁対象のミャンマー軍所有企業と関係す

る⽇本の企業、政府貿易保険機関、官⺠投資ファ
ンドはミャンマーの港湾事業から責任ある撤退を」 

・ 7/8「⽇本の出資者 3 社がシュエタンルインとの関
係を断つ ⽇本の官⺠ファンド JIB はミャンマー
軍のクローニー企業と関係するメディア事業から
の撤退に際して透明性を確保し責任を果たすべき」 

・ 10/6「⽇本政府は、軍政の⾒せかけの選挙の実施
を⽌めるための国際協調をリードし、真の連邦制
⺠主主義の確⽴に努⼒するミャンマーの⼈々の⽀
援を強化してください」（⽯破茂内閣総理⼤⾂、岩
屋毅外務⼤⾂あて） 

・ 11/11「ミャンマー軍と関係するクローニー銀⾏と
の連携について⽇本のカード会社 JCBが沈黙。市
⺠社会からの批判を招く」 

・ 3/24 「⽇本の⾦融企業はミャンマー軍政を利す
る事業を終了させるべき」 

＜アクション＞ 
・ 4/1 ミャンマー軍のフェイク選挙に「NO！」を 
⽇本政府に明確な意思表明を求めます（官邸前） 

・ 6/2 ミャンマー軍を利する⽇本の官⺠ファンドの
事業を⽌めて！ ⽇本政府は責任ある撤退と説明
を（官邸前） 

・ 9/1 ⽇本政府はミャンマー軍のもくろむインチキ
選挙に NO！を（官邸前） 

・ 10/6 ⽇本政府は軍政の⾒せかけの選挙実施 Stop
を！真の連邦制⺠主主義の確⽴に努⼒するミャン

マーの⼈びとの⽀援を強化してください（外務省
前） 

・ 12/1 新内閣にもお伝えします―ミャンマー軍の
⾒せかけの「選挙」による⾮合法軍政ロンダリン
グに NO を！（官邸前） 

・ 2026/1/30 クーデターから 5 年―新政権はミャ
ンマー軍の偽りの⺠政化を認めず⺠主主義を守る
側に⽴ってください！（官邸前） 

 
④パレスチナ 
時局対応⽀援の中で他団体と連携して、パレスチ

ナ・ガザ地区／⻄岸地区の状況が改善するよう、アド
ボカシーや要請活動を⾏った。 
＜イベント＞ 
・ 10/4「停戦を、⾷料を、今すぐに NGOからの

報告会、キャンドルアクション」（主催：「停戦
を、⾷料を、今すぐに」実⾏委員会） 

＜要請書／プレスリリース＞ 
・ 9/29 NGO共同声明「停戦を、⾷料を、今すぐ

に」（「停戦を、⾷料を、今すぐに」実⾏委員会） 
<声明> 
・ 8/28 ガザ地区における「飢饉」の発⽣に関する
声明（パレスチナの和平を求める実⾏委員会） 

 
●委員などで参加 
浄⼟宗ともいき財団（選考委員）、浄⼟宗平和協会
（専⾨委員）、全⽇本仏教会国際交流審議委員会
（委員）、築地本願寺新報（編集委員）、庭野平和
財団（平和賞奨励賞選考委員）、リタアセット財団
（評議員） 
 
（２）交流 
①⽉間メッセージの発信 
メールマガジンを通じ、毎⽉アーユスとしてのメッ

セージを発信した。 
 
②専⾨委員の参加促進／専⾨委員のつどい 

セミナー等のファシリテートやコメントに登壇い
ただいたほか、情報提供をいただきメールマガジンな
どで紹介した。 
専⾨委員のつどいは、ソーシャルチェンジ⽀援でア

ーユスが⼤切にするべきポイントについて確認でき
る場となった。 
・1/31 専⾨委員の集い 
登壇者：⽯川えりさん（難⺠⽀援協会）、郭⾠雄さん
（コリア NGO センター）/進⾏：神⽥浩史（泉京・
垂井、アーユス理事） 
 
④ 交流会/定例会 
東京での総会セミナー、アーユス賞授賞式のほか、
関⻄・東海でのセミナーなど対⾯企画の開催時に会
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員・⽀援者・NGO が同席できるよう努めた。寺院や
NGO 訪問もおこない、個別の対⾯の機会をつくった。 
 
（３）寺院／地域との協働 
①お寺という場の活⽤ 

活⽤実績はつくれなかった。 
 
②総会など関係者の集まる場・寺市への参加 
・ はなまつり ⼋王⼦市仏教会（4/3、＠桑都テラス、
⼋王⼦市） 

・ 新倉⼭浅間公園桜まつり 正福寺その他（4/6、＠
富⼠吉⽥市） 

・ 泉福寺 ⽇フィル平和コンサート 泉福寺（4/20、
＠泉福寺、東京都江⼾川区） 

・ 総会報告 ⼋王⼦市仏教会（5/19、＠⼋王⼦エル
シィ ⼋王⼦市）／浄⼟真宗本願寺派東京教区仏
教婦⼈会連盟（5/28、＠築地本願寺、東京都中央
区） 

・ いのり題⽬の⽇ ⽇蓮宗東京⻄部宗務所（10/28、
＠妙法寺、東京都杉並区） 

・ 成道会バザー 浄⼟真宗本願寺派東京教区⻘年僧
侶協議会（12/8、＠築地本願寺、東京都中央区） 

・ 成道会チャリティーの⼣べ 東京ブディストクラ
ブ（12/12、＠帝国ホテル、東京都千代⽥区） 

・ ねはんえの集い ⼋王⼦市仏教会（2/18＠いちょ
うホール） 

 
④ ⾃然災害の際の連携 
北海道・⻘森地震に際して、⻘森の寺院に状況を問

い合わせるなどしたが、連携/⽀援は⾏わなかった。 

 
⑤ 寄付品受付・バザーの実施 

「物でお布施」は寺院に勧めやすい参加⽅法として
推進し、「物でお布施」チラシの配布に 6カ寺の協⼒
を得た。切⼿・テレカなどの寄付は 61件（のべ 17カ
寺含む）と、お寺からの呼びかけで新たに参加される
⽅もおり、地道に広がっている。物品（主にバザー品）
寄付はのべ 15 カ寺と限られたが、バザー時に集中し
て呼び掛け多くのものをご提供いただいた。 
 
 
３）開発教育事業 
（１）ニュースレター 

年次報告書を発⾏。ニュースレターの代わりに、年
次報告書の発⾏時、年始の「物でお布施」呼びかけ時
に半期報告を送付した。 

 
（２）施本 

定期利⽤者は増えておらず、扱う部数も減っている
が、不定期の利⽤がある。 

 
４）普及事業 

（１）グッズ販売 
前年同様寺院だけでなく個⼈向けにも広報し、細か

な販売にはつながっている。 
 
（２）出版 
 実施せず 

 
（３）執筆・講演 

⽉⽇ テーマ 派遣先／掲載先 派遣者／執筆者 
10/16 
12/11 
 
2/18 
2/19 
3/3 

「⽇本の仏教界のジェンダー」 
ボランティア学⼊⾨[国交のない国と
繋がる市⺠活動] 
鎌倉組研修「今なぜガザなのか？」 
教学⾼等講習会「現代の紛争と宗教」 
⼀⽇研修会「災害・戦争・・・私たち
にできること？」 

慶応⼤学留学⽣ 
明治学院⼤学 
 
浄⼟真宗本願寺派鎌倉組 
浄⼟宗 
浄⼟真宗本願寺派東京教区仏教婦
⼈会連盟 

枝⽊・瀬野 
寺⻄ 
 
枝⽊ 
枝⽊ 
枝⽊ 

 
その他 
・築地新報編集委員（枝⽊） 

 

 
３ 組織運営・広報 
 
１）組織運営 
▼2025 年度重点目標 

①ボランティア受け⼊れ、およびインターンシップ制
度の整備 

②事務局と役員との協働体制 
・ ソーシャルチェンジ／街の灯事業への助⾔ 
・ Vision/Mission/Value の確定 
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・ 年間ファンドレイジングの実施 
・ 2025中期計画策定準備 
③通常の総務・会計の確実な遂⾏と引き継ぎ 
④認定更新作業の準備 
 
▼報告 

・ インターンシップは早稲⽥⼤学との連携で募集を
⾏ったが、応募はなかった。 

・ 事務局と役員との協働体制づくりの前に、事務局
内での業務分担、協⼒体制を進めている。 

・ 理事とのワークショップを⾏い、今後の⽅向性に
ついて検討し、現⾏の事業は継続し、それを維持
できるための資⾦⼒をつけることになった。それ
に向けて、事務局で取り組みを進め始めた。 

・ 認定更新の申請を⾏い 11⽉に承認がおりた。 
・ 会員総会 

開催⽇：2025年 6⽉ 17⽇（⽕） 
会場：⻑専院（東京都江東区）＋オンライン 
議案： 
第⼀号議案 2024 年度事業報告・決算案 
第⼆号議案 2025 年度事業計画・予算案 
その他 報告 

 
・理事会 以下の通り滞りなく開催された 
第１回： 5 ⽉ 20 ⽇ 
第⼀号議案 2024 年度事業報告・決算案 
第⼆号議案 2025年度事業計画・予算案 
第三号議案 2025-2027年度専⾨委員委嘱について 
その他 
第２回：9 ⽉ 26⽇ 
第⼀号議案 アーユス NGO ⼤賞及び特別功労賞の
受賞者決定 
第⼆号議案 役員ワークショップ振り返りと今後に
ついて 
その他（クラウドファンディング、年末に向けた
FRのご相談など） 
第３回：11 ⽉ 26 ⽇ 
第⼀号議案 2026年度 NGO ソーシャルチェンジ⽀
援事業選考 
第⼆号議案 2025年度アーユス NGO 新⼈賞選考 
第三号議案 2025 年度中間事業報告と中間決算報
告 
第４回： 1 ⽉ 28 ⽇ 
第⼀号議案 2026 年度『街の灯』⽀援事業の対象先
決定 
第⼆号議案 謝⾦・会場費規定の制定 
第三号議案 就業規則の改定に向けて 
その他 
第５回： 3 ⽉ 23 ⽇ 
第⼀号議案 2026 年度ソーシャルチェンジ⽀援事
業の継続⽀援申請審査 

第⼆号議案 2026 年度『街の灯』⽀援事業の継続⽀
援申請審査 
第三号議案 就業規則の改定案 
第四号議案 2026 年度事業計画・予算案 
第五号議案 中東情勢について 
その他 

 
 

２）広報／ファンドレイジング／⽀援者対応 
①年間最低 3000万円の安定した収⼊基盤ができる 
▼報告 
・ アーユス NGO 新⼈賞のためのクラウドファンデ

ィングを実施し、1,278,000円（過去最⾼）が集ま
った。 

・ 募⾦の呼びかけは年度初めの「ミャンマー緊急募
⾦」と夏のクラウドファンディングと年末の『街
の灯』募⾦を実施。 

・ 「物でお布施」の件数は減少しているが（24年度
158 件→25 年度 119 件）、⾦額は切⼿・ハガキの
寄付がほぼ半減したものの貴⾦属の寄付があり増
えた（24年度 64.7万円→25年度 84.7万円）。 

・ バザーは 2 回開催し、⾦額は平年並み（24 年度
24.3万円→25年度 23.3万円）。 

・ 会員寺院や法⼈寄付に対し、檀家さんなどにも活
動や意義が伝わるよう、感謝状や報告書をお送り
した。 

・ ウェブサイトの⾒直しを開始。 
・ ⽀援者訪問を開始。 
 
②新規協⼒者が増える 
▼報告 
・ アーユスへの協⼒⽅法を整理し、チラシは講演会
等で配布した。 

・ 従来よりご⽀援くださっている寺院から檀家さん
あてに募⾦の振込⽤紙を同梱くださり、そこから
17 名の新規寄付者が⽣まれた。 

・ イベント開催時に集客サイトの Peatixを利⽤し、
参加申込時に寄付もできる仕組みを活⽤した。少
数ながら毎回新規の寄付者が⽣まれている。 

 
③⼀般市⺠のアーユスの活動への参加者が増える 
▼報告 
・ イベント／セミナーの参加者には既に様々な媒体

から情報が伝わっていることがわかり、データベ
ースに⼀元化する必要がないと判断した。 

・ Salesforceを活⽤していきたいが、現時点では難し
い。 

・ イベント参加者など接点があった⼈たちには、メ
ールマガジン登録の呼びかけを継続。フォローア
ップのメールは送付。 

・ 「物でお布施」の参加者に寄付の呼びかけを⾏な
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い、2件の新規寄付につながった。 
 
 
④法⼈⽀援者が増える 
▼報告 
・ 既存の法⼈⽀援者の訪問から始めている。 
 
⑤その他 
・ ウェブサイトでのわかりやすい団体／事業紹介
（スマホ対応、寄付サイトへの導線づくり、NGO
の申請情報の⼀覧化など） 

▼報告 
・ サイトの課題や状況の整理を⾏うことができた。
全体の構成の⾒直しが必要だが、それが完成する
までの間として、講師派遣や物品寄付ページなど、
⼒を⼊れたいページをアップデートした。 

 
決算報告（決算資料参照） 
・ 当期正味財産増減額は、-3,674,952円 
・ 正味財産のうち使途が決まっている寄付が約 630
万円 

・ 緊急募⾦はミャンマー中部地震対応で⾏った 
 
・ マンスリーサポーター「結募⾦」参加者 
：2026年 3⽉末現在 40 ⼈ 
 
・寄付内訳（2026年 3⽉末現在） 

 2025 年度  

⼀般寄付 \9,508,307 
 うち物資からの換⾦（注 1） (\847,210) 
結募⾦ \1,163,000 
指定：パレスチナ（注２） \76,422 
指定：ウクライナ（注２） \14,000 
指定：ミャンマー（注２） \2,382,155 
指定：能登半島地震（注２） \62,435 
指定：カンボジア（注２） \100,000 
新⼈賞 \1,278,000 
合計 \14,584,319 
物資 33件 
注 1：換⾦元の物資は、主に切⼿,葉書,書籍や貴⾦
属を含むその他物品 
注２：指定寄付の⾦額は 15%の管理費との按分前 
 
会員状況（2026年 3 ⽉末現在） 
特別賛助会員 24⼈ 
法⼈会員 48⼈ 
賛助会員 3⼈ 
個⼈会員 175⼈ 
学⽣ 1⼈ 

合計 251 ⼈ 
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2026 年度に向けて 
 
世界各地での紛争が終わりを⾒せないのみならず、

その影響は世界中に及び、貧富の格差は広がり、気候
危機も深刻化しています。アーユスは⽶国とイスラエ
ルによるイランへの武⼒攻撃を受けて発表した、「声
明：中東での武⼒⾏使の即時停⽌を求めます」の通り、
仏教の理念に根ざした国際協⼒ NGO として、すべて
の命が⽣かし⽣かされ合う社会の実現を⽬ざし、武⼒
紛争や戦争が⼈々の命や尊厳を奪い続ける状況を看
過せず⾏動し続けます。 

そのためにはアーユス⾃⾝が財政基盤を強化し、組
織の体⼒を⾼めることが急務です。2026 年度は、少

しでも多くの命に光をあてるためにも、ファンドレイ
ジングに⼒をいれます。アーユスが資⾦協⼒している
事業の意義を伝え、アーユスと平和な世界の実現に向
けて共に歩む⼈の輪を広げることに努めていきます。 

またアーユスが資⾦協⼒をしている事業を広く知
ってもらうだけでなく、私たちの暮らしに引き寄せて
考え、課題解決に参加する⼈たちが増えるよう、研修・
ネットワーク事業において研修や発信を⾏います。平
和と⼈権のみならず、時局に応じたテーマを取り上げ
て議論し、NGO や仏教者の視点を織り交ぜながら考
える場を作ります。 

 
１． 国際協⼒等を⾏う NGO・市⺠団体への助成・研修・表彰等の⽀援、及び

紛争・災害時の緊急救援（NGO ⽀援事業） 

【2026 年度事業計画案】 
⽀援先⼀覧（2026 年 5⽉末現在） 

 1 年⽬ 2 年⽬ 3 年⽬ 
ソーシ 
ャルチ 
ェンジ 

ケニア共和国ホマベイ郡における
⼦どもや若者による性に関する啓
発事業（PLAS） 

⽇韓国正常化 60 年と⽇韓ミライ世代
による東アジア平和構築‐⽇韓⻘少
年の交流及び国連ジュネーブ⼈権理
事会での平和活動アピール （新時代ピ
ースアカデミー） 

 

街の灯 
⽀援 

困難な状況にある外国⼈住⺠の⽀
援事業（外国⼈ヘルプライン東海） 
 
⽣活に困窮し、医療を受けること
ができない外国籍者への健康診
断・医療⽀援（北関東医療相談会） 

トルコに住むシリア難⺠向け補習校
の質の強化 ―⽣きる⼒を⾝につける 
（Piece of Syria） 
 
戦後 80 年 平和な未来のために今 知
る 考える 動く 伝える（平和のた
めの戦争メモリアルセンター） 

レバノン⼭間部の難⺠キャン
プにおける脆弱な⼦どもたち
への学習⽀援（パレスチナ⼦ど
ものキャンペーン） 
 
⾼校⽣奨学⾦プロジェクト̶
私たちはあなたを⾒捨てない 
（反貧困ネットワーク） 

時局 
対応 

【指定】 
・ウクライナ⽀援（240 万円） 
・能登半島地震（260 万円） 
・パレスチナ（24 万円） 
・ミャンマー(50 万円) 
・トルコシリア（50 万円） 

 
１）NGO ソーシャルチェンジ⽀援事業 
13ページにある 2 事業に協⼒。 
2027 年度からの協⼒事業を１件募集し、選考する。
講評も発表予定。 

また⽀援説明会も『街の灯』⽀援事業と併せて開催。 
2025 年度で⽀援が終了した JATAN の「紙製品を取
り扱う⽇本企業に対する調達⽅針の策定と⼈権 DD
の実施に向けた働きかけ」について終了時報告会を開
催。 
 

２）『街の灯』⽀援事業 
13ページにある 6事業に協⼒。 

・ 2027年度からの協⼒事業を 2件募集し、選考す
る。講評も発表予定。 

・ また⽀援説明会もソーシャルチェンジ⽀援事業
と併せて開催。 

・ 2025年度で⽀援が終了した APFSの「⾮正規滞
在家族の正規化に向けた取り組みおよび⽣活⽀
援事業」と⽇本ラテンアメリカ協⼒ネットワー
クの「グアテマラ農村部での⼦どものための⼟
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曜学級」について終了時報告会を開催。 
 
３）時局対応⽀援事業 
・ NGO が紛争や⾃然災害時に、被災地での救援・

復興活動を迅速かつ円滑に進められるよう、資
⾦⾯や物資調達などの⾯で⽀援を⾏う。申請要
請は随時受け付ける（過去に協⼒関係があった
団体に限る）。 

・ また、国際協⼒活動を進めるために必要と思わ
れる提⾔・キャンペーン活動の実施にも協⼒す
る。 

・ 能登半島、ウクライナ、パレスチナミャンマーに
は引き続き対応する。 

 
４）アーユス賞 

アーユス⼤賞、特別功労賞は事務局、理事会で決定
し、NGO 新⼈賞は推薦を受けて理事会で決定する。 

 
５）その他 
・ 公募型の NGO ⽀援事業の選考⽅法の⾒直しを

図る。 
・ NGO 組織強化⽀援事業のまとめを発表する。 

 
２．国際協⼒及び社会貢献などに関する広報、普及啓発、教育研修及び相互交

流（研修・ネットワーク事業） 
 
１）研修・研究・啓発 

NGO と宗教者のネットワークを⽣かして、時局に
応じた内容、光の当たらない課題、暮らしや価値観へ
の問いかけを軸に、セミナーや⽂字媒体での情報発信
をおこなう。 

なかでも、アーユスが平和や⼈権のために活動する
団体であることが明確に伝わるような企画、発信を、 

現在の⽀援対象団体をはじめとするパートナー
NGO、専⾨委員、役員などとの共同によってすすめ
る。 

また東京以外の地域でも企画を開催することを⽬
指す。 

 
（１）アーユスセミナー 

今年度とくに注⽬したい社会課題を定め、最適な登
壇者を招いて複数回のセミナーを実施する。 
（２）⽀援事業報告 

⽀援対象団体による活動紹介・活動報告を実施して、
成果や課題を会員・⽀援者に伝える。 
（３）パートナーNGO との企画 

⽀援対象団体に限らず、これまで関わりの深かった
団体との共同企画を実施する。 
（４） 仏教者・寺院との企画 

仏教者の社会活動の促進につながる企画を⾏う。 
（５）ファンドレイジング企画 

NGO/NPO で働く⼈や団体に焦点をあてたインタ
ビューなどをおこない、事業ではなく、アーユスが応
援している⼈・団体を⾝近に感じてもらう機会として
寄付促進にもつなげる。 
（６）施本の発⾏ 

寺院で配布・設置してもらう季節のしおりを年 4回
発⾏し、お寺から広く市⺠に社会課題のこと、NGO
／NPO の取り組みを伝える。 
 

２）ネットワーク推進 
NGO や⽀援者からの相談を積極的に受ける。また、
平和構築や気候危機など、ネットワークの中で求めら
れる活動や運動に参加し、当事者性を⾼める。 
専⾨委員とその所属団体や仏教系グループとの連
携により知恵を巡らせる。 

 
（１）ネットワークへの参加 

NGO や仏教者・宗教者のネットワークに参加し、
情報交換をおこなうとともに、時宜に合った共同⾏動
をとることができるように繋がりをつくる。 
 
【ネットワークとの協働】 
仏教 NGOネットワーク、KOREAこどもキャンペー
ン、#ミャンマー軍の資⾦源を断て、パレスチナ関係
のアドホックグループなどに参加し、アドボカシーや
啓発活動に取り組む。 
【他団体の委員参加】 
浄⼟宗平和協会（専⾨委員）、浄⼟宗ともいき財団（選
考委員）、築地本願寺新報（編集委員）、庭野平和財団
（平和賞奨励賞選考委員会）など 
【団体会員】 
国際協⼒ NGO センター、関⻄NGO 協議会、名古屋
NGO センター、開発教育協会、仏教 NGOネットワ
ーク、⽇本NPO センター、SDGs市⺠社会ネットワ
ーク、移住者と連帯する全国ネットワーク、の計 8 団
体に、団体会員として協⼒し連携を図る。 
 
（２）寺院/地域との協働・交流会/定例会 
・ 会場を提供したいという会員・⽀援者と協働した

企画をおこなう。 
・ 総会など関係者の集まる場・寺市への参加 
・ ⾃然災害の際の連携 
・ 寺院や地域活動の⼀環として、モノ集めを通じた
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アーユスへの参加を推進する。 
 
３）普及事業 

執筆講演や物品販売を通じてアーユスの活動を広
める。

 
３．組織運営・広報 
 
１）組織運営 
・ 役員規程の策定に向けてスケジュールを組む。 
・ 諸規定の整備 
 
２）広報／ファンドレイジング／⽀援者対応 
①年間最低 3000万円の安定した収⼊基盤ができる 
・ 年末の募⾦キャンペーンに注⼒することに加え、

⼤規模災害発⽣時などに緊急募⾦キャンペーンを
実施する 

・ 新たな募⾦キャンペーンを検討する 
・ NGO 新⼈賞の副賞のためのクラウドファンディ

ングを実施する 
・ 会員寺院などを定期的に訪問し、関係構築と⽀援

の継続に⼀層努める 
・ 寄付者へのお礼や報告の⽅法を定期的に⾒直し、

寄付継続や寄付⾦増加を図る 
・ 寺院向けおよび⼀般向けに寄付メニューをわかり

やすく提⽰する資料を作成し、積極的に配布す
る。 

・ 配布物やウェブサイトなどで遺贈寄付を受け付け
ていることを周知する 

 
②新規協⼒者が増える 
・ 寄付の⽬的や必要⾦額を明確に伝え、共感を得る

よう努める 
・ 寄付依頼の送り先を増やすよう努める 

 
③⼀般市⺠のアーユスの活動への参加者が増える 
・ 新規も参加しやすいセミナーを企画、広報する 
・ 外部との共催イベントや出店、講師派遣等の機会

を活⽤する 
・ 物品寄付の案内を積極的に⾏う 
 
④ 法⼈⽀援者が増える 
・ 法⼈向けの⽀援メニューや寄付の⽬的等をわかり

やすく説明する資料を⽤意する 
・ 新しい出会いを作るよう、紹介の依頼や講師派遣
等の広報に⼒を⼊れる 

 
⑥ 上記の取り組みを達成させるためにもウェブサ

イトの改定の準備を進めるなど、アーユスを知
ってもらうツールの改善を進める。 
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2026 年度役員（候補） 
（2026 年 7 ⽉ 1 ⽇〜2027 年 6 ⽉ 30 ⽇） 
▶理事 
枝⽊美⾹／アーユス事務局  
⼤橋正明／聖⼼⼥⼦⼤学  
神⽥浩史／泉京・垂井  
菅原智之／浄⼟真宗本願寺派⾼林寺  
瀬野美佐／⼥性と仏教 関東ネットワーク  
遠⼭章信／浄⼟真宗本願寺派正福寺  
中村絵乃／開発教育協会  
中平了悟／浄⼟真宗本願寺派⻄正寺  
福⽥⾏慈／浄⼟宗本誓寺  
本多靜芳／浄⼟真宗本願寺派万⾏寺  
松本智量／浄⼟真宗本願寺派延⽴寺  
⽔⾕浩志／浄⼟宗法雲寺  
持⽥貫信／⽇蓮宗本久寺 

 
 ▶監事 
関⼝宏聡／セイエン  
瀧⿓太郎／公認会計⼠ 

 
顧問 
⼗河 章（真⾔宗善通寺派志度寺） 

 
事務局体制 
枝⽊美⾹／事務局⻑ 
寺⻄澄⼦／事務局員 
伊藤かおり／事務局員 

 
 


